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上小阿仁村議会だより　平成30年８月10日（２）�

行政報告を述べる小林村長�

６
月
定
例
会

６
月
定
例
会�
６
月
定
例
会�

　
平
成
30
年
第
３
回
定
例
会
は
、
６
月
12
日
か
ら
14
日
ま

で
の
３
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。�

　
一
般
質
問
は
２
人
が
登
壇
し
、
移
住
定
住
や
保
育
園
の

運
営
体
制
、
自
然
災
害
に
お
け
る
被
害
救
済
な
ど
、
４
項

目
に
つ
い
て
問
い
ま
し
た
。�

　
本
会
議
の
初
日
に
は
、
上
小
阿
仁
小
中
学
校
教
育
用
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
の
購
入
契
約
の
締
結
を
可
決
。

最
終
日
の
本
会
議
で
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
11
件

を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。�

空
き
家
解
体�

４
棟
分
を
計
上�

一

般

会

計�

補

正

予

算�

平
成
30
年
度�

特

別

会

計�

������������������������

　
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
は
、
空
き
家
解
体
撤
去
工

事
費
な
ど
、
総
額
６
０
８
２
万

９
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の

総
額
は
22
億
９
６
５
７
万
７
千

円
に
な
り
ま
し
た
。�

　
歳
出
の
主
な
内
容
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。�

�

●
集
落
間
防
犯
灯
付
替
え
工
事

費
　
　
　
　
　
１
３
５
万
円�

�

　
村
で
管
理
す
る
集
落
間
の
防

犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
す
る
も
の

で
す
。�

��

●
上
小
阿
仁
村
社
会
福
祉
協
議

会
補
助
金
　
　
３
０
０
万
円�

�

　
社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営
及�

び
事
業
に
要
す
る
経
費
に
つ
い�

て
、
予
算
の
範
囲
内
で
交
付
す�

る
も
の
で
す
。�

����

●
特
定
空
き
家
解
体
撤
去
工
事

費
　
　
　
５
２
８
万
６
千
円�

�

　
周
辺
の
住
民
に
危
険
を
お
よ�

ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
理
由
で
指
定�

さ
れ
た
特
定
空
き
家
の
解
体
費
、�

４
棟
分
で
す
。
一
定
の
法
手
続�

き
に
よ
り
解
体
撤
去
が
可
能
と�

な
り
、
撤
去
費
用
に
つ
い
て
は
、�

本
来
負
担
す
べ
き
相
続
人
や
相�

続
財
産
管
理
人
に
対
し
請
求
さ�

れ
ま
す
。�

�

●
上
小
阿
仁
橋
解
体
工
事
追
加

分
　
　
４
５
５
２
万
２
千
円�

�

　
社
会
資
本
総
合
整
備
事
業
で

実
施
す
る
も
の
で
す
が
、
要
望

し
た
事
業
費
よ
り
も
増
額
配
分

さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。�

������

　
特
別
会
計
補
正
予
算
は
、
６

つ
の
特
別
会
計
で
７
２
４
万
１

千
円
を
追
加
。
補
正
後
の
総
額

は
11
億
６
４
５
６
万
１
千
円
と

な
り
ま
し
た
。�

�

小
沢
田
地
内
の
特
定
空
き
家�

（
冬
期
間
、通
行
が
制
限
さ
れ
る
場
合�

も
あ
る
）�
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������

▼
産
業
振
興
・
雇
用
創
出
基
金

条
例
を
廃
止
す
る
条
例�

　
所
期
の
目
的
達
成
に
伴
い
、�

廃
止
す
る
も
の
で
す
。�

��

▼
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

改
正�

　
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
の
一
部
改
正
と
放
課
後
児
童

支
援
員
の
資
格
要
件
の
拡
大
に

よ
る
も
の
で
す
。�

��

▼
上
小
阿
仁
小
中
学
校
教
育
用

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
購

入
契
約
の
締
結�

　
指
名
競
争
入
札
に
よ
り
、
東

光
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
サ
ー
ビ
ス

株
式
会
社
（
大
館
市
）
と
１
２

０
９
万
６
千
円
で
契
約
を
締
結

す
る
も
の
で
す
。�

�����

　
６
月
定
例
会
で
は
、
４
件
の

陳
情
を
審
査
し
ま
し
た
。�

���

◆
教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
割
合
２
分
の

１
復
元
を
は
か
る
た
め
の
、

２
０
１
９
年
度
政
府
予
算
に

係
る
意
見
書
採
択
の
陳
情�

〈
提
出
者
〉�

　
秋
田
県
教
職
員
組
合�

　
執
行
委
員
長
　
櫻
田
　
憂
子�

　
秋
田
県
教
職
員
組
合
大
館
北

　
秋
田
支
部�

　
　
　
支
部
長
　
永
瀬
　
知
己�

��

◆
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を

求
め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い

て
の
陳
情�

〈
提
出
者
〉�

　
連
合
秋
田
大
館
地
域
協
議
会

　
　
　
議
　
長
　
山
内
　
一
滋�

自
治
労
大
館
北
秋
田
総
支
部

　
　
支
部
長
　
佐
藤
　
　
修�

��

◆
地
方
消
費
者
行
政
に
対
す
る

財
政
支
援
（
交
付
金
等
）
の

継
続
・
拡
充
を
求
め
る
陳
情�

〈
提
出
者
〉�

　
秋
田
弁
護
士
会�

　
　
　
会
　
長
　
赤
坂
　
　
薫�

��

��

◆
臓
器
移
植
の
環
境
整
備
を
求

め
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め

る
陳
情�

〈
提
出
者
〉�

移
植
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
考
え
る

会
　
理
事
長
　
井
田
　
敏
美�

������

　
各
陳
情
の
採
択
に
伴
う
意
見�

書
３
件
を
議
員
発
議
し
、
本
会�

議
で
可
決
。
関
係
機
関
に
意
見�

書
を
送
付
し
ま
し
た
。�

�

◆
教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
割
合
２
分
の

１
復
元
を
求
め
る
意
見
書�

【
意
見
書
提
出
先
】�

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
文
部
科
学

大
臣
、
財
務
大
臣
、
総
務
大

臣�

�

◆
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を

求
め
る
意
見
書�

【
意
見
書
提
出
先
】�

内
閣
総
理
大
臣
、
内
閣
官
房

長
官
、
総
務
大
臣
、
財
務
大

臣
、
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

（
経
済
財
政
対
策
担
当
）
、

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
地

方
創
生
　
規
制
改
革
担
当
）�

��

◆
地
方
消
費
者
行
政
に
対
す
る

財
政
支
援
（
交
付
金
等
）
の

継
続
・
拡
充
を
求
め
る
意
見

書�

【
意
見
書
提
出
先
】�

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
内
閣
府
特

命
担
当
大
臣
（
消
費
者
及
び

食
品
安
全
）�

�

放課後児童クラブ�
（６月11日から集住型宿泊交流拠点施設へ）�

陳
　
情�

４
件�

意
見
書�

３
件
送
付�

採
　
　
択�

不

採

択�
条
例
改
正
・�

契
約
関
係�３

議
案�
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未
納
対
策
が
生
ぬ
る
い

未
納
対
策
が
生
ぬ
る
い�

早
急
な
対
策
を
講
ず
る
べ
き

早
急
な
対
策
を
講
ず
る
べ
き�

未
納
対
策
が
生
ぬ
る
い

未
納
対
策
が
生
ぬ
る
い�

早
急
な
対
策
を
講
ず
る
べ
き

早
急
な
対
策
を
講
ず
る
べ
き�

未
納
対
策
が
生
ぬ
る
い�

早
急
な
対
策
を
講
ず
る
べ
き�

常
任
委
員
会
付
託
議
案�

　
総
務
産
業
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、

６
月
13
日
に
審
査
を
行
い
、
14
日
に
は
審
査
過
程
に
お
け

る
意
見
・
要
望
に
対
す
る
質
疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。�

　
そ
の
後
、
委
員
会
採
決
を
行
い
、
い
ず
れ
の
議
案
と
も

可
決
す
る
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。 

���

▼
意
見
　
不
納
欠
損
額
は
平
成

28
年
度
１
１
９
万
２
千
円
、
平

成
29
年
度
２
８
８
万
６
千
円
と

な
っ
て
お
り
、
毎
回
の
答
弁
で

村
長
は
「
財
産
調
査
を
実
施
し
、

差
し
押
さ
え
を
検
討
す
る
」
と

答
弁
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
、

一
向
に
成
果
が
見
受
け
ら
れ
な

い
。�

　
ま
た
、
滞
納
額
も
住
宅
料
８

６
３
万
６
千
円
を
は
じ
め
、
総

額
３
２
９
８
万
４
千
円
と
依
然

と
し
て
大
き
い
額
と
な
っ
て
お

り
、
未
納
に
対
す
る
対
策
が
生

ぬ
る
い
。�

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
早
急
に
村

民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
な

対
策
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。�

�

▼
回
答
　
村
に
お
い
て
は
、
各

課
連
携
し
て
の
臨
戸
徴
収
の
ほ

か
、
担
当
職
員
が
随
時
徴
収
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
納
付
相
談
を
受
け
、

納
付
誓
約
書
の
提
出
に
よ
る
計

画
的
な
納
付
を
進
め
、
時
効
を

迎
え
る
前
の
収
入
の
確
保
に
努

め
て
お
り
ま
す
。�

　
未
収
金
の
解
消
と
し
ま
し
て

は
、
債
権
者
の
状
況
に
応
じ
た

対
策
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、

財
産
調
査
の
結
果
を
基
に
、
債

権
管
理
検
討
委
員
会
で
対
策
を

検
討
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。�

　
検
討
の
結
果
、
可
能
と
判
断

さ
れ
る
債
権
者
に
つ
い
て
は
、

預
金
や
給
与
、
自
家
用
車
の
差

押
え
等
の
滞
納
整
理
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。�

　
住
宅
料
の
滞
納
者
に
つ
き
ま

し
て
は
、
本
人
と
連
帯
保
証
人

に
対
し
て
催
告
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
を
受
け
て
、
滞
納

額
が
多
い
入
居
者
か
ら
は
納
付

相
談
を
受
け
て
い
る
方
も
お
り
、

こ
の
約
束
の
履
行
状
況
を
確
認

し
な
が
ら
滞
納
額
が
減
少
す
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。�

　
し
か
し
、
納
付
相
談
に
も
応

じ
な
い
方
や
納
付
誓
約
を
遵
守

し
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
連
帯

保
証
人
へ
の
働
き
か
け
や
、
法

令
等
に
基
づ
い
た
明
渡
し
も
含

め
た
対
応
を
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。�

滞
納
繰
越
分
報
告�

第
２
回

第
２
回
　
臨
　
時
　
会

臨
　
時
　
会�

�

４
月
４
月
25
日（
水
）

（
水
）�

�

第
２
回
　
臨
　
時
　
会�

�

４
月
25
日（
水
）�

　
平
成
30
年
第
２
回

臨
時
会
が
４
月
25
日

開
か
れ
、
専
決
処
分

報
告
５
件
を
承
認
、

６
月
15
日
予
定
の
集

住
型
宿
泊
交
流
拠
点

施
設
オ
ー
プ
ン
セ
レ

モ
ニ
ー
・
東
京
農
大

應
援
團
の
要
請
費
用

な
ど
、
30
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
案
を

可
決
し
ま
し
た
。�

　
任
期
満
了
（
５
月
20
日
）
に

伴
う
教
育
長
の
任
命
案
に
つ
い

て
は
、
議
長
を
除
く
７
人
で
無

記
名
投
票
を
行
っ
た
結
果
、
全

会
一
致
で
再
任
さ
れ
ま
し
た
。�

東京農大應援團による「大根踊り」�
（集住型宿泊交流拠点施設竣工式／６月15日）�

高
橋
教
育
長�

を
再
任�

高橋　　充　氏�
（昭和26年３月10日生） 
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臨
時
保
育
士
の
待
遇
　
身
分
保
障
の
な
い�

心
情
を
理
解
し
た
こ
と
あ
る
か
？�

質問�

処
遇
改
善
で
不
公
平
が
生
じ
な
い
対
応
を�

村
　
長�

【大城戸ツヤ子議員】�

������������������

移
住
・
定
住
対
策�

�

　大
城
戸
議
員
　
加
速
す
る
人
口

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
の
は

容
易
で
は
な
い
。
上
小
阿
仁
村

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
を
掲
げ
て
３
年
目
。
具

体
的
施
策
に
移
住
・
定
住
対
策

は
低
調
に
思
え
る
。�

①
子
育
て
支
援
対
策
と
し
て
、

村
営
住
宅
の
活
用
。�

②
移
住
促
進
課
の
開
設
。�

�

　村
長
　
①
村
営
住
宅
に
つ
い
て

は
、
公
営
住
宅
法
に
基
づ
い
て

建
設
さ
れ
た
住
宅
で
、
住
居
に

困
窮
し
て
い
る
低
所
得
者
の
方
々

を
対
象
に
、
安
い
家
賃
で
賃
貸

す
る
目
的
に
な
っ
て
い
る
。
入

居
者
の
世
帯
収
入
か
ら
扶
養
者

分
を
控
除
し
、
さ
ら
に
特
定
扶

養
親
族
等
の
方
も
算
定
さ
れ
、

子
育
て
世
代
も
含
め
優
遇
措
置

が
と
ら
れ
て
い
る
。�

②
他
市
町
村
の
良
い
例
を
参
考

に
、
今
後
、
検
討
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。�

�

　大
城
戸
議
員
　
村
長
は
子
育
て

に
優
し
い
住
宅
だ
と
言
う
が
、

現
に
子
育
て
中
の
ご
夫
婦
が
住

居
を
探
し
て
い
て
、
住
宅
に
申

し
込
み
し
て
も
、
か
な
り
高
額

な
家
賃
に
な
る
と
か
。
若
い
世

代
を
呼
び
込
む
た
め
に
は
、
家

賃
を
抑
え
た
村
営
住
宅
の
活
用

が
必
要
。
若
夫
婦
の
入
居
に
対

し
、
一
人
目
、
二
人
目
の
子
供

に
補
助
金
を
交
付
し
て
住
宅
料

を
抑
え
る
な
ど
、
条
件
緩
和
の

工
夫
が
必
要
で
は
。�

�

　村
長
　
少
な
く
と
も
若
い
人
と

い
う
の
は
、
給
与
が
安
い
方
が

多
い
わ
け
な
の
で
、
低
家
賃
で

の
対
応
が
今
で
も
さ
れ
て
い
る

状
況
で
あ
る
。�

�

教
育
立
村
を
掲
げ
る「
か

み
こ
あ
に
保
育
園
」の
運

営
体
制�

�

　大
城
戸
議
員
　
村
は
教
育
立
村

を
唱
え
て
い
る
。
教
育
は
学
校

教
育
を
は
じ
め
、
社
会
教
育
、

特
に
乳
幼
児
こ
そ
大
事
に
育
て

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。�

①
働
く
人
の
視
点
か
ら
見
て
、

努
力
す
る
人
が
報
わ
れ
る
た
め

の
臨
時
職
員
の
待
遇
は
。�

②
職
員
欠
員
状
態
の
打
開
策
は
。�

�

　村
長
　
①
臨
時
職
員
の
賃
金
や

待
遇
に
つ
い
て
は
、
近
隣
の
公

立
、
民
間
と
比
較
し
悪
い
も
の

で
は
な
い
と
い
う
状
況
だ
が
、

も
う
少
し
検
討
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
。�

②
処
遇
の
改
善
等
も
含
め
、
抜

本
的
に
全
体
的
に
見
直
し
た
い
。�

�

　大
城
戸
議
員
　
村
に
は
通
勤
、

通
学
定
期
等
助
成
制
度
が
あ
る

が
、
あ
ま
り
利
用
さ
れ
て
い
な

い
。
村
で
働
く
臨
時
職
員
の
交

通
費
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。�

�

　村
長
　
臨
時
職
員
に
関
し
て
は
、

通
勤
手
当
等
の
支
給
は
な
い
。

フ
ル
タ
イ
ム
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム

補
助
等
も
含
め
、
保
育
園
だ
け

で
は
な
く
見
直
し
た
い
。�

　大
城
戸
議
員
　
身
分
が
保
障
さ

れ
な
い
ま
ま
、
仕
事
の
責
任
だ

け
は
要
求
さ
れ
る
。
村
長
自
身
、

役
場
職
員
と
し
て
長
年
働
い
て
、

身
分
保
障
さ
れ
て
き
た
。
身
分

保
障
の
さ
れ
て
い
な
い
立
場
の

心
情
を
理
解
し
た
こ
と
が
あ
る

か
。
こ
の
よ
う
な
人
た
ち
が
報

わ
れ
な
く
て
、
誰
が
報
わ
れ
る

の
か
。�

　�　村
長
　
一
生
懸
命
頑
張
る
方
に

つ
い
て
、
報
わ
れ
る
よ
う
な
対

応
を
と
る
と
い
う
の
は
基
本
的

な
考
え
方
。
職
場
に
よ
っ
て
状

況
が
違
う
の
で
、
処
遇
を
改
善

し
な
が
ら
不
公
平
が
生
じ
な
い

よ
う
な
対
応
を
と
り
た
い
。�

�

　大
城
戸
議
員
　
名
古
屋
保
育
園

の
園
長
の
想
い
が
新
聞
に
載
っ

て
い
た
。
「
保
育
は
、
や
れ
ば

や
る
ほ
ど
奥
が
深
い
。
や
る
べ

き
仕
事
が
あ
ま
り
に
も
多
い
の

に
賃
金
が
低
い
。
保
育
士
が
き

ち
ん
と
休
め
な
い
と
、
子
ど
も

た
ち
に
笑
顔
を
見
せ
ら
れ
な
い
。

保
育
の
質
を
維
持
す
る
た
め
に

も
、
保
育
の
や
り
が
い
搾
取
を

当
た
り
前
に
し
て
は
い
け
な
い
」。

是
非
、
臨
時
保
育
士
や
調
理
師

の
声
を
聞
い
て
い
た
だ
き
た
い
。�

毎月の誕生会には、完全給食を提供�


